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南
十
字
星
の
下
の
海
外
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

郭
　
　
　
南
　
燕

二
〇
一
六
年
一
一
月
二
三
日
か
ら
二
六
日
ま
で
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
オ
タ
ゴ
州
首
都
ダ
ニ
ー
デ
ン
市

︵D
unedin

︶
に
あ
る
オ
タ
ゴ
大
学
︵U

niversity of O
tago

︶
と
の
共
催
で
、﹁
南
太
平
洋
か
ら
見
る
日
本
研

究
：
歴
史
、
政
治
、
文
学
、
芸
術
﹂
を
テ
ー
マ
と
す
る
第
二
三
回
の
日
文
研
海
外
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

オ
タ
ゴ
大
学
は
、
一
八
六
九
年
設
立
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
初
の
高
等
教
育
機
関
で
、
当
時
の
移
植
民

︵
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
華
人
︶
が
南
島
の
オ
タ
ゴ
州
で
開
拓
し
た
金
鉱
業
で
蓄
積
し
た
富
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

四
つ
の
学
部
︵
人
文
学
部
、
理
学
部
、
医
学
部
、
商
学
部
︶
を
も
ち
、
完
備
し
た
科
目
を
誇
る
こ
の
世
界
最
南

端
の
大
学
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
他
大
学
よ
り
遅
れ
て
、
一
九
九
三
年
二
月
に
日
本
語
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開

設
し
た
。
そ
れ
に
尽
力
し
た
私
は
、
未
熟
の
た
め
、
苦
し
く
て
寂
し
か
っ
た
。
慰
め
て
く
れ
た
の
は
、
毎
晩
仰

ぎ
見
る
銀
河
と
南
十
字
星
の
か
す
か
な
光
で
あ
っ
た
。

在
職
一
五
年
間
、
同
僚
た
ち
と
の
協
力
で
、
日
本
語
︵
初
級
～
上
級
︶、
日
本
の
文
学
、
映
画
、
社
会
事
情

な
ど
の
講
義
を
提
供
し
、
学
士
、
修
士
、
博
士
学
位
を
授
与
し
、
優
秀
な
学
生
を
輩
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

日
本
研
究
の
発
展
は
、
一
九
九
六
年
に
日
本
語
科
に
赴
任
し
た
ロ
イ
・
ス
タ
ー
ズ
先
生
と
、
二
〇
〇
四
年
に
歴

史
学
科
に
赴
任
し
た
将
基
面
貴
巳
先
生
に
負
う
と
こ
ろ
が
極
め
て
大
き
い
。

今
回
の
海
外
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
将
基
面
教
授
︵
歴
史
学
科
長
︶
と
の
一
年
半
の
共
同
準
備
を
経
て
、
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ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
豪
州
、
フ
ィ
ジ
ー
、
米
国
、
日
本
か
ら
の
研
究
者
の
参
加
を
得
て
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
前
日
︵
二
三
日
︶
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
幕
開
け
と
し
て
、
米
国
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア

大
学
の
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
キ
ン
ソ
ン
先
生
の
公
開
講
演
﹁T

he First W
orld W

ar as G
lobal W

ar: Japan, 

N
ew

 Zealand and the D
aw

n of an A
sia / Pacific W

orld

﹂
が
行
な
わ
れ
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
へ
の
関
わ
り

方
を
通
し
て
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
日
本
が
地
理
的
に
遠
く
離
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
治
的
、
経

済
的
に
密
接
な
関
係
を
百
年
以
上
保
ち
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
全
体
性
を
作
り
出
し
て
い
た
こ
と
を
教
え
て
く
れ

た
。二

四
日
と
二
五
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
二
つ
の
基
調
講
演
が
あ
っ
た
。
初
日
に
は
日
文
研
小
松
和
彦
所
長

か
ら
﹁
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
離
島
で
日
本
文
化
を
考
え
る

―
妖
怪
譚
を
中
心
に

―
﹂
と
題
し
た
講
演
を
行

い
、
三
〇
年
前
に
科
研
費
に
よ
っ
て
約
一
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
調
査
し
た
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
諸
島
の
キ
リ
ス
ト
教

導
入
前
の
家
族
関
係
と
怪
談
を
紹
介
し
、
そ
こ
か
ら
日
本
の
家
族
と
民
話
を
眺
め
直
し
て
、
社
会
の
基
本
的
人

間
関
係
へ
の
理
解
が
そ
の
国
の
歴
史
、
伝
統
、
文
化
へ
の
研
究
と
い
か
に
関
係
す
る
か
と
い
う
﹁
異
文
化
理
解

の
心
得
﹂
を
示
唆
す
る
内
容
で
あ
っ
た
。
こ
の
講
演
は
、
妖
怪
研
究
を
大
成
さ
せ
た
﹁
小
松
学
﹂
の
出
発
点
の

回
顧
と
整
理
の
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
る
。

二
五
日
に
は
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
大
学
の
マ
ー
ク
・
マ
リ
ン
ズ
教
授
か
ら
﹁P

ublic Intellectuals, N
eo-

nationalism
, and the Politics of Yasukuni

﹂
と
題
し
た
講
演
が
あ
り
、
靖
国
問
題
に
対
す
る
日
本
知
識
人
の

態
度
の
変
遷
を
辿
り
、
日
文
研
創
設
者
の
一
人
で
現
在
も
顧
問
を
務
め
る
梅
原
猛
先
生
の
公
式
参
拝
へ
の
長
期

に
渡
る
反
対
意
見
を
紹
介
し
、
日
文
研
関
係
者
に
と
っ
て
印
象
深
い
内
容
で
あ
っ
た
。

二
日
あ
わ
せ
て
六
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
﹁
日
本
の
古
代
歴
史
と
文
学
﹂﹁
江
戸
時
代
の
社
会
と
文
化
﹂﹁
現
代
日
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本
の
政
治
と
思
想
﹂﹁
太
平
洋
諸
島
と
日
本
﹂﹁
近
現

代
日
本
文
学
と
社
会
﹂﹁
日
本
の
テ
レ
ビ
、
映
画
、
大

衆
文
化
﹂
が
あ
り
、
合
計
二
三
本
の
発
表
が
あ
っ
た
。

中
心
テ
ー
マ
﹁
南
太
平
洋
か
ら
見
る
日
本
研
究
﹂

を
反
映
す
る
よ
う
に
、
デ
ィ
キ
ン
ソ
ン
先
生
の
公
開

講
演
と
小
松
先
生
の
基
調
講
演
の
ほ
か
、
オ
タ
ゴ
大

学
の
グ
レ
ン
・
サ
マ
ー
ヘ
イ
ズ
先
生
の
﹁A

n 

A
u

stron
esian

 P
resen

ce in
 th

e S
ak

ish
im

a 

Islands: an A
rchaeological U

pdate

﹂
は
、
先
史

時
代
の
沖
縄
先
島
諸
島
に
残
る
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ

ア
人
の
遺
跡
を
通
し
て
、
太
平
洋
民
族
の
移
動
の
考

古
学
的
資
料
を
紹
介
し
、
デ
ィ
キ
ン
ソ
ン
先
生
の

﹁“N
anyō ” in the R

ise of a G
lobal Japan, 1919–

1931

﹂
は
戦
間
期
の
日
本
に
与
え
た
南
洋
の
政
治
、

経
済
、
軍
事
の
影
響
力
を
究
明
し
、
オ
タ
ゴ
大
学
の

ジ
ュ
デ
ィ
・
ベ
ネ
ッ
ト
先
生
の
﹁A

fter the P
lane 

C
rashed: R

eactions to the D
eaths of Japanese 

W
orld W

ar II Internees at W
henuapai, N

ew
 

Zealand

﹂
は
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
抑
留
日
本
捕
虜
の
飛
行
機
遭
難
事
件
が
い

ヘレン・ニコルソン教授（オタゴ大学）へお土産を渡す小松和彦所長
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か
に
闇
に
葬
ら
れ
た
の
か
を
振
り
返
っ
た
。
フ
ィ
ジ
ー
の
南
太
平
洋
大
学
、
リ
ョ
ー
タ
・
ニ
シ
ノ
先
生
の

﹁Tow
ard a F

uture of T
ravel W

riting and H
istory: C

ollecting, R
esearching and R

eflecting on 

Southw
estern Pacific Islanders ’ E

xperiences of the Pacific W
ar

﹂
は
パ
プ
ア
・
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
と
ソ
ロ

モ
ン
諸
島
へ
の
日
本
軍
侵
略
の
史
実
が
い
か
に
現
在
の
日
本
人
旅
行
者
に
語
り
か
け
ら
れ
、
記
録
さ
れ
て
い
る

の
か
を
考
察
し
た
。
関
西
大
学
の
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
ベ
ネ
ッ
ト
先
生
の
﹁A

 Study of Japanese M
artial 

A
rts in N

ew
 Zealand up to the Second W

orld W
ar

﹂
は
日
本
の
柔
術
が
一
九
世
紀
末
期
か
ら
イ
ギ
リ
ス
と

米
国
を
経
由
し
て
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
輸
入
さ
れ
て
広
く
歓
迎
さ
れ
た
こ
と
を
、
新
聞
・
雑
誌
の
記
事
と
映

画
を
通
し
て
論
述
し
、
オ
タ
ゴ
大
学
の
ヘ
ン
リ
ー
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
先
生
の
﹁Japan in N

ew
 Zealand: Taiko 

and Identity in Transcultural C
ontext

﹂
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
和
太
鼓
の
演
奏
グ

ル
ー
プ
の
状
況
を
紹
介
し
、
二
〇
一
五
年
の
オ
タ
ゴ
大
学
の
卒
業
式
に
和
太
鼓
の
演
奏
が
あ
っ
た
こ
と
を
教
え

て
く
れ
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
多
方
面
か
ら
日
本
と
南
太
平
洋
と
の
歴
史
的
、
地
理
的
、
民
俗
的
、
政
治
的
、

軍
事
的
、
文
化
的
関
係
に
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

他
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
発
表
も
、
日
本
の
歴
史
、
政
治
思
想
、
文
学
、
大
衆
文
化
を
取
り
上
げ
、
高
い
水
準
を
示
し

て
い
る
。
発
表
順
序
に
し
た
が
っ
て
紹
介
す
る
。
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
・
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
大
学
の
エ
ド
ウ
ィ
ー
ナ
・
パ

ル
マ
ー
先
生
の
﹁B

ronze B
ells in E

arly Japan: “Sw
allow

ed ” by the M
ountains? A

 N
ew

 Interpretation 

of T
heir R

itual P
urpose

﹂
は
古
代
日
本
の
銅
鐸
の
語
源
を
探
り
、
そ
の
儀
礼
性
へ
の
新
し
い
解
釈
を
試
み
、

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
大
学
の
エ
レ
ン
・
ナ
カ
ム
ラ
先
生
は
﹁Yam

aw
aki Takako ’s B

ittersw
eet M

em
ories of 

U
w

ajim
a C

astle. 1864–1865

﹂
は
シ
ー
ボ
ル
ト
の
孫
娘
山
脇
高
子
が
宇
和
島
城
で
過
ご
し
た
意
味
を
分
析
し
、

豪
州
マ
ー
ド
ッ
ク
大
学
の
森
山
武
先
生
の
﹁
一
九
世
紀
前
半
の
社
会
変
化
と
辺
境
へ
の
知
の
流
れ

―
佐
渡
人

柴
田
収
蔵
の
読
書
と
遊
学
、
地
図
製
作
﹂
は
、
佐
渡
出
身
の
知
識
人
の
作
成
し
た
世
界
地
図
の
影
響
範
囲
を
論
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じ
た
も
の
で
あ
る
。

将
基
面
貴
巳
先
生
の
﹁D

ebating Japanese Patriotism
 in the G

lobal C
ontext: A

lfred L
igneul and the 

C
ontroversy on T

he C
lash betw

een E
ducation and R

eligion

﹂
は
井
上
哲
次
郎
の
﹁
教
育
と
宗
教
の
衝
突
﹂

に
対
す
る
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
リ
ギ
ョ
ー
ル
神
父
の
観
点
を
紹
介
し
、
こ
の
有
名
な
論
争
を
初
め
て
グ
ロ
ー
バ

ル
な
文
脈
に
位
置
付
け
た
。
マ
ー
ド
ッ
ク
大
学
の
サ
ン
ド
ラ
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
先
生
の
﹁W

hat D
ifference D

id 

the Second W
orld W

ar M
ake to Japanese N

ationalism
?

﹂
は
第
二
次
世
界
大
戦
が
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
の
発
展
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
た
の
か
を
論
じ
、
オ
タ
ゴ
大
学
の
ヴ
ァ
ネ
ッ
サ
・
ワ
ー
ド
先
生
は
、

﹁Taking the O
rdinary People Seriously: the Institute for the Science of T

hought and D
em

ocracy in 

E
arly Postw

ar Japan

﹂
に
お
い
て
、﹁
思
想
の
科
学
﹂
の
人
々
の
思
想
と
活
動
を
紹
介
し
て
い
る
。

シ
ド
ニ
ー
大
学
の
マ
ッ
ツ
・
カ
ー
ル
ソ
ン
先
生
の
﹁T

he N
oble A

rt of P
rocrastination: W

riter ’s B
lock 

as a M
otif in W

atakushi sh ōsetsu

﹂
は
私
小
説
に
繰
り
返
し
現
れ
る
作
家
の
創
作
困
難
の
意
義
と
様
式
を
論

じ
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
学
の
ス
ー
ザ
ン
・
ブ
ー
テ
レ
イ
先
生
の
﹁O

kinaw
a ’s Fictional L

andscapes: A
 

R
eading of M

edorum
a Shun ’s Suiteki (D

roplets)

﹂
は
沖
縄
出
身
の
目
取
真
俊
の
芥
川
賞
受
賞
作
﹃
水
滴
﹄

に
お
け
る
沖
縄
の
空
想
さ
れ
た
風
景
と
戦
争
の
記
憶
を
考
察
す
る
。
豪
州
ウ
ー
ロ
ン
ゴ
ン
大
学
の
ヘ
レ
ン
・
キ

ル
パ
ト
リ
ッ
ク
先
生
の
﹁A

nim
ating the A

nim
al in Post-3.11 for Young People: K

ibō no B
okujō (T

he 

Farm
 of H

ope)

﹂
は
、
東
日
本
大
震
災
後
の
少
年
読
者
を
相
手
に
す
る
﹃
希
望
の
牧
場
﹄
の
動
物
描
写
の
も

つ
現
実
世
界
の
風
刺
を
分
析
し
て
い
る
。

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
大
学
の
エ
メ
ラ
ル
ド
・
キ
ン
グ
先
生
の
﹁“A

nd I ’ll Form
 the H

ead! ” C
osplay as an 

A
daptive P

rocess

﹂
は
、
コ
ス
プ
レ
の
定
義
、
文
化
的
意
義
、﹁
文
化
翻
訳
﹂
と
し
て
の
意
味
を
熱
く
説
明
す

る
。
ワ
イ
カ
ト
大
学
の
ア
リ
ス
テ
ア
・
ス
ウ
ェ
ー
ル
先
生
の
﹁Shinkai M

akoto̶
the “N

ew
 M

iyazaki ” 
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or a N
ew

 Voice in C
inem

atic A
nim

e?

﹂
は
、
ア
ニ
メ
作
家
新
海
誠
の
作
品
を
取
り
上
げ
、
ア
ニ
メ
に
反
映

さ
れ
た
日
本
の
政
治
と
社
会
を
論
じ
、
大
衆
文
化
の
発
展
を
い
ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ
す
る
鋭
敏
さ
を
示
し
て
い

る
。
オ
タ
ゴ
大
学
の
柴
田
優
呼
先
生
の
﹁
開
放
後
中
国
と
戦
後
日
本
の
、
甘
美
で
ほ
ろ
苦
い
追
憶
︱
﹃
非
誠
勿

擾
﹄
と
﹁
知
床
旅
情
﹂
︱
﹂
は
、
中
国
人
の
日
本
旅
行
ブ
ー
ム
の
火
付
け
役
と
も
な
っ
た
有
名
な
映
画
﹃
非
誠

勿
擾
﹄
と
日
本
の
有
名
な
歌
に
通
じ
る
社
会
的
背
景
の
異
同
を
分
析
す
る
。

日
文
研
か
ら
も
五
人
が
発
表
し
て
い
る
。
荒
木
浩
先
生
の
﹁︿
妊
娠
小
説
﹀
と
し
て
の
ブ
ッ
ダ
伝

―
日
本

古
典
文
学
の
ひ
な
が
た
を
さ
ぐ
る
﹂
は
東
南
ア
ジ
ア
伝
来
の
ブ
ッ
ダ
の
子
供
誕
生
の
諸
説
と
光
源
氏
の
息
子
柏

木
の
誕
生
と
を
比
較
し
、﹃
源
氏
物
語
﹄
が
ブ
ッ
ダ
伝
か
ら
受
け
た
影
響
の
可
能
性
に
言
及
し
て
い
る
。
石
上

阿
希
先
生
の
﹁
出
版
物
に
み
る
知
識
の
収
集
と
展
開

―
絵
入
百
科
事
典
を
中
心
に

―
﹂
は
江
戸
期
の
﹃
訓

蒙
図
彙
﹄
に
現
れ
た
万
国
人
物
の
表
象
と
変
遷
を
取
り
上
げ
、
当
時
の
社
会
の
も
つ
海
外
知
識
の
一
端
を
示

す
。
ジ
ョ
ン
・
ブ
リ
ー
ン
先
生
の
﹁Ise ’s M

odern Transform
ations or the P

leasures of P
ilgrim

age in 

19th C
entury Japan
﹂
は
伊
勢
神
宮
の
俗
的
空
間
と
聖
的
空
間
の
形
成
の
過
程
を
比
較
研
究
す
る
。
北
浦
寛

之
先
生
の
﹁
草
創
期
の
日
本
の
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
制
作
：
映
画
と
の
比
較
の
中
で
﹂
は
初
期
の
テ
レ
ビ
・
ド
ラ

マ
﹃
私
は
貝
に
な
り
た
い
﹄
の
構
造
、
モ
チ
ー
フ
、
製
作
を
論
じ
る
。

井
上
章
一
先
生
の
﹁
現
代
風
俗
に
見
る
キ
リ
ス
ト
教
﹂
は
、
女
性
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
雑
誌
の
読
者
モ
デ
ル
の
出

身
校
の
大
半
が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
で
あ
る
こ
と
、
日
本
の
偽
教
会
で
偽
牧
師
の
前
で
愛
を
誓
い
、
結
婚

式
を
挙
げ
る
日
常
的
現
象
を
例
に
、
日
本
社
会
が
い
か
に
キ
リ
ス
ト
教
の
外
的
イ
メ
ー
ジ
に
憧
れ
て
い
る
の
か

を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
関
西
大
学
で
教
え
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
人
教
員
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
ベ
ネ
ッ
ト

先
生
は
、
自
分
も
留
学
生
だ
っ
た
時
に
、
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
偽
牧
師
を
し
た
こ
と
が
何
回
も
あ
る
と
告
白
し

て
、
場
内
を
賑
わ
わ
せ
た
。
井
上
先
生
は
大
方
の
人
に
見
過
ご
さ
れ
が
ち
な
社
会
現
象
を
見
つ
め
直
す
機
会
を
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提
供
し
て
く
れ
て
い
る
が
、
そ
の
主
旨
が
誤
解
さ
れ
て
、
女
性
を
性
的
対
象
と
し
て
扱
っ
て
い
る
と
い
う
コ
メ

ン
ト
が
あ
っ
た
。
異
文
化
理
解
は
、
誤
解
が
伴
わ
れ
る
も
の
だ
と
改
め
て
思
わ
せ
ら
れ
る
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
日
文
研
が
南
太
平
洋
の
日
本
研
究
と
協
力
し
、
そ
れ
を
支
援
す
る
姿
勢
が
明
確

に
打
ち
出
さ
れ
て
、
南
太
平
洋
の
諸
大
学
の
日
本
研
究
の
展
開
に
非
常
に
意
義
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ば

か
り
で
は
な
く
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
大
学
と
オ
タ
ゴ
大
学
が
こ
れ
か
ら
展
開
す
る
太
平
洋
文
化
に
つ
い
て
の

交
流
の
き
っ
か
け
を
つ
く
る
こ
と
に
も
な
っ
て
い
る
。
海
外
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
は
、
広
い
波
及
効
果
が
あ

り
、﹁
日
本
研
究
﹂
だ
け
で
は
な
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
文
化
研
究
に
も
役
に
立
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
本
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
支
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
オ
タ
ゴ
大
学
と
駐
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
日
本
大
使
館
に
も
深
く
感
謝
を

申
し
上
げ
る
。

学
会
発
表
が
終
わ
っ
て
長
雨
が
止
み
、
晴
れ
渡
っ
た
夜
空
を
仰
ぎ
見
な
が
ら
、
参
加
者
た
ち
に
南
十
字
星
の

探
し
方
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
私
の
大
き
な
自
慢
だ
っ
た
。︵

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
准
教
授
︶


